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世界の電子機器生産を支える存在となった台湾のEMS/ODM企業群は、売れ筋

 商品の目まぐるしい変化と、激しい競合の中でさらなる成長を求めて苦闘を

 続けています。
世界的なデスクトップPC市場の低迷及びノートPC市場の減衰という状況下

 では、今後スマートフォンやタブレットPC等の成長分野でいかにシェアを拡

 大できるかが生き残りの大きな鍵を握っています。日本企業にとっても成長

 と収益力の維持のためにこれらEMS/ODA企業とどう関わるかが問われています。
本書ではEMS/ODM業界を牽引するHon

 
Hai、Quanta、Compal、Wistronに急成

 長を遂げているPegatronを加え、台湾系EMS/ODM企業の課題と生き残りシナリ

 オを様々な視点から解説しています。日本企業にとっても今後の展開を考え

 る上でのインプリケーションを得られる貴重な資料としてご活用いただける

 ものと思います。
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多彩な図表で分かり易く解説
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